
連動イベントの設定手順
（ビデオロス）

この手順書では、Uniview製ネットワークレコーダ（NVR）とカメラ間の通信が途切れビデオロスが発生したと
きに、NVRでアラーム出力やメール送信等のイベントを連動して発生させる設定手順を説明します
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図：幅30㎝
横位置2cm(始点左上隅時)
縦位置2.18cm(始点左上隅時)

2. 「ビデオロス」を開く

1.ビデオロス設定画面の表示
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1. 「メニュー」内、「アラーム」を開く

3. 設定したいカメラの「連動動作」
画面を開く
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2-1.ビデオロス時連動動作の設定

この画面では、指定したカメラでビデオロスが発生したときに、
以下の各動作を「連動動作」として設定することが可能です

次ページ以降に上記の設定方法をそれぞれ説明します
必要な項目のみ設定を行ってください

●ブザー(P.5) ●プリセットへ移動(P.16)
●Email送信(P.7) ●プレビュー(P.18)
●ポップアップウィンドウ(P.10) ●アラーム出力(P.19)
●録画(P.12) ●スナップショット(P.25)
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2-2.ビデオロス時連動動作について

• ブザー
NVRからブザーを鳴動する

• Email送信
NVRに登録しているユーザーにメールを送信する

• ポップアップウィンドウ
画面上でメッセージウィンドウをポップアップさせる

• 録画
ビデオロスが発生したカメラ以外の、指定したカメラの録画を開始する

• プリセットへ移動
ビデオロスが発生したカメラ以外のPTZカメラの視点を、指定したプリセット位置
に移動させる

• プレビュー
指定したカメラの映像をポップアップさせる

• アラーム出力
NVRの指定したアラーム出力端子を動作する

• スナップショット
ビデオロスが発生したカメラ以外の、指定したカメラ画像をスナップショットする
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3-1.連動動作 「ブザー」使用時の設定

「ブザー」にチェックを入れる
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3-2.連動動作 「ブザー」使用時の追加設定

3. 「アラーム持続時間」を選択し、設定する
最大 ：ビデオロス発生中、ブザーが600秒間出力される
カスタム ：ビデオロス発生中、「カスタム期間」で設定した秒数分ブザーが出力

される
「カスタム期間」 は「1～600」秒の間で設定可能

2. 「ブザー」を開く

1. 「メニュー」内、「アラーム」を開く



7
４-1.連動動作 「Email送信」使用時の設定

「Email送信」にチェックを入れる
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4-2.連動動作 「Email送信」使用時の追加設定1

1. 「メニュー」内、「アラーム」を開く

2. 「ネットワーク」を開く

3. 「Email」を開く



9
4-3.連動動作 「Email送信」使用時の追加設定2

SMTPサーバーの設定、受信アドレスの設定を行う
※ 設定方法は別資料「ネットワーク設定手順書」を参照
※ 登録した受信者全員に一斉送信され、メール内のTOに登録したすべてのアドレス

が表記される
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5-1.連動動作 「ホップアップウィンドウ」使用時の設定

「ホップアップウィンドウ」にチェックを入れる
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5-2.連動動作 「ホップアップウィンドウ」使用時画面

ポップアップウィンドウを設定した場合、
異常発生時に以下のような画面が表示される

「更新」を選択したとき、異常が復旧していれば
異常箇所を示す番号が消える
継続している場合、番号表示は消えない
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6-1.ビデオロス時「録画」の設定

2. 録画対象とするカメラを選択
※ ただし現在設定中のカメラは選択不可

1. 「録画」タブを選択
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６-2.連動動作 「録画」使用時の追加設定1

2. 「録画」を開く

1. 「メニュー」内、「ストレージ」を開く
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６-3.連動動作 「録画」使用時の追加設定2

録画させるカメラを選択し、録画する期間を以下のように設定する

カメラ選択 ：連動して録画させたいカメラを選択
スケジュール有効 ：チェックを入れる
事前録画有効 ：ビデオロスが発生直前の録画を何秒間残すか設定
事後録画有効 ：ビデオロス発生後の録画を何秒間残すか設定
重複スナップショット有効 ：ソフトウェアミラーリング使用時に使用

チェックを入れたとき、重複HDDに同じ録画データの
保存を行う
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６-4.連動動作 「録画」使用時の追加設定3

スケジュールタイムラインを設定する
※ スケジュールはノーマル： またはイベント：

のいずれかに設定
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7-1.ビデオロス時「プリセットへ移動」の設定

2. 登録していない項目の「編集」アイコ
ンをクリックして編集画面を開く

1. 「プリセットへ移動」タブを選択
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7-2.「プリセットへ移動」の登録

移動させたいカメラ・プリセット位置
を選択し、「確認」ボタンをクリック
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8.ビデオロス時「プレビュー」の設定

2. プレビュー対象とするカメラを選択
※ ただし現在設定中のカメラは選択不可

1. 「プレビュー」タブを選択
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9-1.ビデオロス時「アラーム出力」の設定

2. 出力対象を選択
「A1」～「A4」 ：本体側のアラーム出力
「D1」～「D16」：カメラ側のアラーム出力
※ ただし現在設定中のカメラは選択不可

1. 「アラーム出力」タブを選択
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9-2.ビデオロス時「アラーム出力」の追加設定1

1. 「メニュー」内、「アラーム」を開く

2. 「入力/出力」を開く

3. 「アラーム出力」を開く
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9-3.ビデオロス時「アラーム出力」の追加設定2

設定したいアラーム出力番号の
「編集」を選択



22
9-4.ビデオロス時「アラーム出力」の追加設定3

アラーム出力設定を行う

デフォルト状態 ：常時OFF(NO 常時接点開/異常時接点閉)
常時ON(NC 常時接点閉/異常時接点開)

遅延 ：アラーム出力時間を設定
「5～3600」秒の間で設定可能
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9-5.ビデオロス時「アラーム出力」の追加設定4

異常検知を行う時間帯を制限する場合、
設定したいアラーム出力番号の「スケジュール」を選択
※ 初期設定では、24時間365日、異常を検知する設定です

通常、本ページ以降のスケジュールの設定は不要です
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9-6.ビデオロス時「アラーム出力」の追加設定5

異常検知を行う期間を以下のように設定する
日時選択 ：設定する曜日を選択
開始時間 ：検知期間の開始時間を設定
終了時間 ：検知期間の終了時間を設定
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10-1.ビデオロス時「スナップショット」の設定

2. スナップショットを行うカメラを選択
※ ただし現在設定中のカメラは選択不可

1. 「スナップショット」タブを選択
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10-2.連動動作 「スナップショット」使用時の追加設定1

1. 「メニュー」内、「ストレージ」を開く

2. スナップショットを開く
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10-3.連動動作 「スナップショット」使用時の追加設定2

スナップショットさせるカメラを選択し、スナップショットする期間を以下のように設定する

カメラ選択 ：連動してスナップショットを行うカメラを選択
スケジュール有効 ：チェックを入れる
重複スナップショット有効 ：ソフトウェアミラーリング使用時に使用

チェックを入れたとき、重複HDDに同じスナップショットを
保存する
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10-4.連動動作 「スナップショット」使用時の追加設定3

スケジュールタイムラインを設定する
※ スケジュールはノーマル： またはイベント：

のいずれかに設定


